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今金町民憲章

。民主主義に徹して生活を合浬化して近代的な町にいたしましょう。

O 健鹿で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう 。。筏能をみがき産業の開発tニ鋳め豊かな町にいたしま Lょう。

O 教聾をたかめ楽し〈生，舌できる平和な町にいたしまし ょう。
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ゆとりの老後」安心「知って健康福雄まつり

今
金
町
の
白
山
歳
以
上
人
口
は
初

%
を
越
え
、

5
人
に
1
人
が
お
年

寄
り
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

の
高
齢
社
会
を
支
え
る
た
め
に
は
、

保
健

・
福
祉

・
生
涯
学
習
部
門
が

よ
り

一
一
層
連
携
し
、
よ
り
よ
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
平
成
元
年
よ
り

開
催
し
て
き
ま
し
た

「健
康
ま
つ

り
」
に
町

・
教
育
委
員
会

・
社
会

福
祉
協
議
会

・
保
健
推
進
員
会
が

共
催
し
、
全
国
的
に
も
先
駆
的
な

試
み
で

「健
康
福
祉
ま
つ
り
L

が

6
月
四
日
、
町
民
セ
ン
タ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

p
-
J
M

，、
t
t
h
d

J

芳
賀
芳
夫
ぷ
)
で
は
、
全
道
の
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
に
さ
き
が

け
6
月
6
目
、
多
く
の
方
々
の
支

え
で
活
動
、
支
援
に
対
す
る
お
礼

を
こ
め
町
内
で
の
、
お
披
露
目
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、

6
月
8
日
の
第
5
回
の

全
道

Y
O
S
A
K
O
I
ソ
l
ラ
ン

祭
り
で
は
、

小
学
生
か
ら

ω歳
代

一

ま
で
何
人
が
踊
り
、
ス
タ

ソ
フ
を

に

含
め
札
幌
今
金
会
の
協
力
を
得
て

総
勢
1

1
0
名
あ
ま
り
で
参
加
し

ま
し
た
。

I川"

山
車
は

ほ
こ
ほ
こ
大
地
と

今
金
町
内
人
口
動
態
、
各
種
福

祉
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
用
品
の
説
明

パ
ネ
ル
展
、
脳
卒
中
後
遺
症
の
方

々
の
リ
ハ
ビ
リ
教
室
な
ど
各
団
体

の
作
品
と
介
殻
用
品
の
展
示
、
映

画
上
映
、
休
力
診
断
、
血
圧
測
定

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
に
片
麻
癖
体
験

の
器
具
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
、

実
際
に
ベ

y
ド
か
ら
ポ
ー
タ
ブ
ル

ト
イ
レ
へ
の
移
動
な
ど
を
体
験
し
、

ど
う
す
れ
ば
楽
に
移
動
で
き
る
か

を
札
跳
ク
ラ

l
ク
病
院
の
倉
賞
先

生
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
参
加
者
の
み
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今
金
夢
追
人
L

と

今
金
夢
追
人
」
の

看
板
を
ト
ラ
ン
ク
に
か
ざ
り
、
札
幌

市
街
地
の
南
4
条

(駅
前
通
り
)

会
場
、
大
通
り
会
場
、
新
琴
似
通

り
3
ヶ
所
で
踊
り
を
披
露
し
ま
し

「
お
・ど
・ろ

「あ

そ

・ぽ

宅一
。

f
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3
会
場
内
駅
前
通
り
で
は
、
バ

カ
殿
様
に
変
装
し
た
栗
城
さ
ん
、

中
島
さ
ん
、
大
倉
さ
ん
と
ゴ
ザ
持

ち
の
浜
野
さ
ん
が
各
会
場
で
大
き

な
笑
い
を
誘

っ
て
い
ま
し
た
。

大
通
り
会
場
内
移
動
に
は
、
旗

を
掲
げ
て
迷
子
防
止
、
今
金
町
の

観
光
パ
ン

7
レ

ッ
ト
、
ぼ
こ
ぼ

こ
大
地
の
ウ
チ

ワ
を
配
り
好
評

で
あ
っ
と
い
う

ま役ア今ま
しを|金に
たかノレ町な
。つ にのく

て も ピ な
い ー l り

参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
ご
苦
労

様
で
し
た
。

r-' 

な
さ
ん
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
大

好
評
で
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
平

成
9
年
4
月
に
開
設
さ
れ
る
総
合

福
祉
施
設
に
つ
い
て
、

施
設
の
ト

ー
タ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
り
ま

す
設
楽
先
生
の
講
減
、

林
家
と
ん

で
ん
平
さ
ん
の
手
話
落
語
、

香
織
さ
ん
の
迫
力
満
占
、
の
講
談

神
田

を
披
露
し
、
参
加
者
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

総
入
場
者
数
3
1
0
人
を
数
え
、

大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
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こ
れ
か
ら
も
元
気
で

今
金
地
区
敬
老
会

今
金
婦
人
会
主
催
の
今
金
地
区

敬
老
会
が

6
月
比
日
、

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

町
民
セ
ン

市
街
地
及
び

周
辺
の
お
年
寄
り
2
0
0
名
あ
ま

り
が
出
席
し
ま
し
た
。

婦
人
会
で
は
、

敬
走
の
日
に
先

が
け
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
小
百
合
保
育
園
児
の
お
遊
戯
、

来
賓
の
カ
ラ
オ
ケ
、
大
正
琴
グ
ル

ー
プ
の
演
奏
、今
金
婦
人
会
の
日
本

舞
踊
等
を
披
露
し
、
た
め
し
い

一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

改
正
「
今
金
町
史
」
好
評
頒
布
中

平
成
3
年
2
月
に
改
正

「今
金

町
史
」
上
巻
号

(古
代
先
史

1
昭

和
幻
年
)
が
完
成
し
、
平
成
6
年

3
月
に
は
下
巻
号

(昭
和
お
年
1

昭
和
白
年
)が
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
ゆ
か
り
の
人
物
を
詳
し
く
紹

介
し
、
細
か
い
年
表
に
相
当
数
を

割
く
な
ど
ベ

ジ
数
、
内
容
と
も

に
充
実
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
ま

一
す
。実

通
事
故
を

陪
削

P

、phH
M
M

6
月
口
日
中
里
地
区
国
道
で
ま

た
悲
惨
な
死
亡
交
通
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。

昭
和
白
年
か
ら
平
成
7
年
ま
で
、

8
年
連
続
で
毎
年
実
に
l
万
人
以
上

が
交
通
事
故
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
幻
年
以
来
の
交
通

死
亡
事
故
死
者
数
を
累
計
す
る
と
、

平
成
8
年
中
に
は
全
国
で
叩
万
人

に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
昭
和
幻
年
以
降
の
負
傷
者

の
累
計
を
み
る
と
、
平
成
7
年

ω

月
で
2
5
0
0
万
人
に
達
し
て
い

今
金
町
の
歴
史
を
知
る
う
え
で

の
武
重
な
資
料
と
し
て
ご
購
説
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

戸
い

一言
ロ

ー
、
頒
布
価
格

今
金
町
住
民
の
方

1
冊
6
千
円

そ
れ
以
外
の
方

1
冊
l
万
円

2
、
問
い
合
わ
せ
及
び
取
り
扱
い

は
、
企
画
調
整
諜
町
史
編
さ
ん
係

ま
で

(
8
2

0

1

1

1
)

ま
す
。
つ
ま
り
国
民
の
5
人
に

一

人
が
負
傷
し
て
い
る
計
算
に
な
り

ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル

l
ル
を

守
り
マ
ナ
ー
を
再
度
確
認
し
、
交

通
事
故
が
な
い
よ
う
に
十
分
気
を

つ
け
次
の
こ
と
を
厳
守
し
て
下
さ

し1 

日
U

一言
ロ

法
定
速
度
以
上
の
ス
ピ
ド

は
絶
対
だ
き
な
い
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
活
装

2 
す
る
。

3 

同
乗
者
は
運
転
手
に
対
し
、

積
極
的
に
安
全
運
転
の
声
か
け

を
す
る
。
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知
事
の
市
町
村
訪

問
「
ふ
れ
あ
い
ト
|

」

一
ク
」
が
、

6
月
ロ
目
、

ワ

一
町
民
セ
ン
タ
ー
で
堀

町

一
知
事
、
図
沢
桧
山
支

』

一
庁
長
、
管
内
の
各
町

E
『

一
長
と
の
懇
談
会
が
問

調
町
、

一

訂

し

一
催
さ
れ
ま
し
た
。

諸

島

は
じ
め
に
、
堀
知

H
U一
事
の
あ
い
さ
つ
の
中

日目

4
叫

一
で
、
道
庁
の
一
連
の

qAH一
不
正
経
理
問
題
に
つ

事

『

一
い
て
「
道
政
改
革
を

知

一
推
進
し
、
信
頼
回
復

I
l
o
-
-
に
努
め
た
い
し
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
で
は
各
町
長
か
ら
医
療
や

高
齢
者
対
策
、
民
漁
業
振
興
、
交

通
網
の
整
備
な
ど
桧
山
管
内
が
抱

え
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
道
の
支

援
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

村
本
町
長
は
、
特
に
保
健
所
の

統
廃
合
に
つ
い
て
、
今
金
保
健
所

の
存
続
を
強
く
要
諮
し
、
知
事
は

「
二
次
医
療
圏
に
保
健
所
は
一
つ

と
い
う
単
純
な
発
想
で
は
解
決
し

な
い
、
保
健
所
再
建
は
慎
重
に
進

め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た

6
月
日
日
、

今金営林署植樹祭

「ぼくらの未来緑の地球」

上
ノ
国
町
の

「
V
V
J

ョ
J
i
ト
し

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

よ
ぐ
ら
」
で
桧
山
管
内
の
地
域
住

民
と
寸
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
で
は
、
知
事
が
桧
山
管

内
は
下
水
道
な
ど
の
生
活
基
盤
の

整
備
が
遅
れ
、
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
と
、
あ
い
さ
つ
の
中
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
大
倉
紀
子
さ
ん
が

出
席
さ
れ
、
現
在
建
設
さ
れ
て
い

る
高
等
養
護
学
校
に
関
連
し
、
福

祉
施
設
の
技
術
な
ど
を
要
望
し
ま

し
た
。

• • 
一
宮
崎
ノ
ブ
エ
さ
ん

一

一

百

歳

一

お
@
C
M』

a
y
Zぎ

ωま
す

一

6
月
1
日
に
満
百
歳
を
迎
、
え
た
図
に
入
所
し
て
い
ま
し
た
。

宮
崎
ノ
ブ
エ
さ
ん
に
長
寿
の
お
祝
式
で
は
、
宮
崎
ノ
ブ
エ
さ
ん
に

い
と
し
て
敬
老
金
が
村
本
町
長
よ
花
束
、
記
念
品
等
が
贈
ら
れ
、
登

り
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

寿
国
職
員
に
よ
る
誕
生
日
の
歌
が

宮
崎
さ
ん
は
、
明
治
加
年
6
月

披

属

さ
れ
ま
し
た
。

1
日
瀬
棚
町
で
生
ま
れ
、

3
歳

の

い

つ

ま

で

も

お

元

気

で

長

生

き

こ
ろ
に
今
金
町
田
代
に
転
入
、
却
を
し
て
く
だ
さ
い
。

歳
の
時
、
宮
崎
政
吉
さ
ん
と
結
婚

し
3
男

9
女
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、

昭
和
同
年
に
夫
政
吉
さ
ん
に
先
立

た
れ
、
昭
和
幻
年
1
月
か
ら
型
車対

今
回
植
え
た
ミ
ズ
ナ
ラ
と
ナ
ナ
カ
マ
ド
各
1
5
0

本
を
て
い
ね
い
に
植
え
込
み
最
後
に
記
念
標
識
を

町
長
ら
4
名
で
た
て
ら
れ
ま
し
た
。

今
金
営
林
署
の
植
樹
祭
が
か
ほ

く
ら
の
未
来
緑
町
地
球
u

を
テ

!
?
に
6
月
日
日
、
ピ
リ
カ
地
区
生

活
環
境
保
全
林
で
行
政
機
関
、
各

団
体
の
長
、
一
般
町
民
の
代
表
者

約

ω名
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

森
林
資
源
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
緑
あ
ふ
れ
る
森

林
を
造
る
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

作
業
服
姿
で
集
ま
っ
た
参
加
者

は
、
署
員
か
ら
植
樹
の
仕
方
を
教

わ
り
、
ク
ワ
、
ス
コ
ッ
プ
を
使
い

植
樹
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

町
国
保
病
院
で

は
5
月
M
目
、
「
看

護
の
日
」
を
記
念

し
て
柏
山
北
高
等

学
校
の

3
年
生
が

一
日
看
護
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

病
院
で
は
、
将

来
を
担
、
つ
高
校
生

に
患
者
さ
ん
と
の

触
れ
合
い
を
通
し

て
、
看
護
す
る
こ

と
や
人
の
命
に
つ

い
て
理
解
と
関
心

1日看護体験

を
深
め
る
機
会
と
、
地
域
に
お
け

る
病
院
の
役
割
を
認
識
す
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

学
校
で
は
希
望
者
が
多
く
、
抽

選
で

9
名
が
参
加
し
、
久
保
田
婦

長
よ
り
施
設
案
内
、
看
護
婦
の
目

的
や
役
割
等
を
説
明
さ
れ
た
あ
と

3
人

一
組
に
な
り
、
看
護
婦
さ
ん

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
患
者
さ
ん

の
洗
髪
や
体
を
ふ
く
な
ど
の
体
験

を
し
ま
し
た
。

将
来
は
、
全
員
が
看
護
婦
志
望

と
あ
っ
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

道
南
地
区
米
消
費
拡
大
推
進
協

議
会
、

J

A
北
海
道
中
央
会
函
館

支
所
が
共
催
と
な
っ
て
6
月
2
目
、

盟
国
川
上
等
さ
ん
の
水
田

1
反

(
m
a
)
を
借
り
函
館
市
内
の
鍛
神

小
学
校
6
年
生
肉
親
子
mm
名
が
参

加
し
、
閏
柏
、
え
が
実
施
さ
れ
ま
し

た

こ
の
稲
作
体
験
教
室
で
は
、
一

年
聞
を
通
じ
て
米
づ
く
り
作
業
を

体
験
し
て
稲
作
を
は
じ
め
民
業
・

米
食
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を

( . • 
入牧はじまる

今
金
農
業
協
同
組
合

で
は

6
月
幻
目
、
肌
寒

い
な
か
日
進
高
原
模
範

牧
場
に
各
農
家
か
ら
牛

が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
ト
ラ
ソ

ク
で
運
び
こ
ま
れ
ま
し

た

日進牧場

受
託
牛
は
受
付
後
、

個
別
判
断
の
首
輪
、
耳

タ
ッ
ク
、
予
防
接
種
、

斑
紋
を
確
認
す
る
ヒ
デ

オ
撮
影
や
必
要
に
応
じ

て
妊
娠
検
査
な
ど
を
受

け
た
あ
と
に
放
牧
さ
れ

ま
し
た
。
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同
時
に
親
し
ん
で
も
ら
う

う
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
も

M 

Hミ

め
の
で
す
。

今
金
町
民
協
青
年
部
長
植
村
繁

嗣
さ
ん
が
、
稲
の
苗
に
つ
い
て

説
明
し
、
親
子
が
各
班
に
別
れ

農
協
婦
人
部

・
背
年
部
内
指
導
の

も
と

ρ

き
ら
ら
3
9
7
0
の
苗
を

一
本

一
本
て
い
ね
い
に
植
、
え
て
い

ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
な
か
に
は

足
が
う
ま
く
抜
け
ず
に
転
ぶ
こ
ど

も
が
い
た
り
、
楽
し
い
休
験
の

う
ち
に
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
8
月
は
稲
の
開
花
、

9

月
は
稲
刈
り
と
今
金
町
を
訪
れ
稲

の
成
長
を
観
察
し
ま
す
。

こ
の
日
受
付
さ
れ
た
牛
は
2
3

0
頭
あ
ま
り
で
日
月
中
旬
ま
で
預

け
ら
れ
ま
す
。

審
季
ラ
ジ
オ
体
操
会

N
H
K
札
幌
放
送
局
、
北
海
道
ラ

ジ
オ
体
操
連
盟
、
北
海
道
郵
政
局
共

催
に
よ
り

6
月
1
日
、
春
季
ラ
ジ
オ

体
操
会
が
今
金
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で

児
童
と

一
般
3

5
1
名
が
参
加
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
郵
政
局
の

簡
易
保
険
創
業
別
周
年
を
記
念
し
、

本
町
で
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
、
元

気
い
っ
ぱ
い
に
体
を
動
か
し
て
い
ま

し
た
。
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平成7年10月1日から平成8年3月31日まで

況状政財の町

財政状況の公表は、町民のみなさんに町の財政がどのように運営され、

うな予算執行状況にあるかを知ってもらい、町政の一層の発展についてご協力を

お願いするため、毎年2回、(6月、 12月)公表しているものです。

どσ〉よ

中
型
小
学
校
で

日川

植

え

八
束
小
学
校
で

-----
E
-
A
 I
 
柿

え

八
束
小
学
校
(
阿
部
和
美
校
長
)

で
は

6
月
l
目
、
児
童
叫
名
で
学

校
向
か
い
に
あ
る
水
田
3
畝
h
を

白
戸
克
行
さ
ん
よ
り
借
り
、

も
ち

米
の
苗
を
中
野
秀
勝
さ
ん
か
ら
い

た
だ
き
回
植
え
を
行
い
ま
し
た。

高
学
年
の
大
人
顔
負
け
の
手
さ

ば
き
で
低
学
年
が
植
え
た
後
に
先

生
が
差
し
苗
と
み
ん
な
で
一
本
一

本
て
い
ね
い

に
植
え
て
い
ま
し
た
。

79億7.946万8千円一般会計予算総額

平成 7 年度
区 分

子 n現額 支出済制 支出率

議 全 費 91，129 90，515 99.3 

総 手方 1'1 1，155，419 1，098，310 95.1 

民 生 'l'I 1，481，984 772 ，838 52.1 

1軒 生 費 744，736 495，715 66.6 

労 働 'l'I 10，722 6，512 60.7 

農林水産業費 1，057，864 617 ，405 58.4 

商 エ 費 87，942 83，779 95.3 

土 オミ 費 935，295 874，128 93.5 

消 防 'l'I 220，340 219，845 99.8 

教 育 費 709，906 571，311 80.5 

災害復旧費

:¥::、 m 費 963，616 839，282 87.1 

干 {繭 費 。 。
繰越明 ~t 費支出 520，515 520，077 99.9 

骨| 7，979，468 6，189，717 77 .6 

(単位千円%)く〉 歳出内訳

平成 7 年度
区 分

収入率干算現額 収入済制

町 税 599，634 593，781 99.0 

地方 穣与 税 141，006 141，006 100.0 

利子割交付金 13，659 13，659 100.0 

自動車取得税交付金 59，458 59，458 100.0 

地方 交 付 税 3，293，605 3，293，605 100.0 

貫通安全特別空付金 1，558 813 52.2 

分担金及び負担金 208，160 147，030 70.6 

使用料 、手数 料 94，875 89，749 94.6 

国 庫 支 出 金 598，769 539，611 90.1 

道 支 出 金 634，341 214，264 33.8 

fit 産 収 人 113，697 93，780 82.5 

寄 日付 金 4，800 4，800 100.0 

繰 入 金 345，957 362，038 104.6 

総 越 金 18，447 18，447 100.0 

楕 ijX 入 467，887 494，208 105.6 

町 f貴 863，1∞ 285，600 33.1 

繰越明 ~t 'l'I収入 520，515 520，515 100.0 

r，i 7，979，468 6，872，364 86.1 

(単位千円%)O歳入内訳

ct .1 
中
里
小
学
校
(
幅
隆
二
校
長
)

で
は

6
月
3
目
、
児
童
3
名、

P

T
A
と
学
校
を
あ
げ
て
田
植
え
を

行
い
ま
し
た
。

嶋

三
喜
雄
さ
ん
の
水
田
を
借

り
、鎌
田
裕
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

も
ち
米
の
苗
を
、
肌
寒
い
な
か
冷

た
い
水
に
足
を
い

れ、

最
初
は

6

列
と
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、
途
中

か
ら
7
列
に
な
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も

あ
り
、
子
供
達
は
元
気

い
っ
ぱ
い

一
本
一
本
て
い
ね

い
に
植
え
て
い

ま
し
た
。

ロ
月
に
は
楽
し
い
餅
つ
き
が
待

っ
て
い
ま
す
。

• 

。フリー乗降方式

町
内
を
走
る
函
館
パ
ス
が
6

月
ロ
目
、
新
設
さ
れ
た

「
ク
ア

プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
前
」
停
留
所
に

は
、
利
用
客
向
希
望
に
よ
っ
て

パ
ス
が
停
車
す
る
デ

マ
ン
ド
パ

ス

方
式
と
美
利
河
地
区
か
ら
今
金

小
学
校
前
ま
で
の
区
間
ど
こ
で

も
乗
り
降
り
が
で
き
る
フ
リ

l

乗
降
方
式
に
な
り
ま
し
た
。

諜

「
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
前
」

で
乗
降
さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ

り
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

nス掛停まりま曹

。デマンドパス方式

P
IM 

↓一ヨロ

O
降
車
さ
れ
る
方

乗
車
時
に
乗
務
員
に
申
し
付

け
く
だ
さ
い
。

O
乗
車
さ
れ
る
場
合

パ
ス
到
泊
予
定
時
刻
の
山
分

前
に
「
ク
ア
プ
ラ
ザ

・
ピ
リ

フ
ロ
ン
ト
ま
で
申
し
込

ヵしみ
く
だ
さ

い
。

無
線
に
よ
り
パ
ス
に
連
絡
さ

れ
パ
ス

が
ま
い
り
ま
す
。

自す高 発車予定時刻表
行先 F万語ターミナJ 上三本将

経由 国l!畳万I!駅前 今金 北捨山

7 48 13 

8 57 
発 9 22 

車 10 41 

予
11 12 

12 46 
定

13 01 
時 15 29 08 

童市 17 26 

18 26 

19 42 42 

• フリー乗降区間
瀬棚長万部線今金小学校前一下茶屋川問

運行系統

1 . 

J7¥ど 予算税額 収入済額 収入率 予算現額 支出済額 支出率

国 保 卒業会計 726，854 633，559 87.2 726，854 596，011 82.0 

簡 易 水道会計 256，785 240，572 93.7 256，785 253，670 98.8 

老 人保健会計 829，576 768，726 92.7 829，576 767，714 92.5 

国 イ果 的 院 会 計 1，224，672 1，235，696 100.9 1，222，060 1，211，358 99.1 

収益的収入及び支出 1，176，606 1，187，630 100.9 1，168，684 1，158，052 99.1 

資本的収入及び支出 48，066 48，066 100.0 53，376 53，306 99.9 

ぷロ〉、 昔十 3，037，887 2，878，553 94.8 3，035，275 2，828，753 93.2 

(11¥位千円 ・%)特別会計歳入・歳出予算の執行状況桂町長万部ターミナル

「 一 一フリー乗降区間一 ー 「

上三本杉~今 壷~今金小学控前~種川橋ー北住吉~中里小学校前~費利河デム前~下茶屋川~園躍六[;[-国

運 賃
ご乗車にな られた区間の外側の最も近い停留所間の運賃です。

乗車地 降車地• • 
Aて よ;函ム二J'- D 

2. 

3 

4.乗降方法
(1) 乗車方法 道路の広い安全な場所で手をあげて下 さい。

(2)降車方法・ ー降車される場所の手前で早めにブザーを押し乗務員にお知りせ下 さい。

※お 願い 7 ')ー乗降区間内であっても道路交通法て・禁止されている場所その他交通の妨げになる場所で

の乗降は出来ませんのでニ'J承願います。

※お 問い合わせ函館 パ ス附長万部出張所 日1377(2)2441

1
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北桧 山出張所 日1378(4)5434
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(
八
東
地
区
)

み

ん

な

僕
達
の
金
原
小
学
校

金
原
小
六
年

宮
本

翼
ん〈

ン
コ{蝿
や遥

、グ〉

金金
魚fJK、
Jやィ、

雅 十学
子!!校1$に

fなは

tき 1ど
山 辺のイ

森
兼

南
栄
町
四

(美利河地区)

• • 
の
広

場

色
々
な
、
生
き
物
や
、

パ
l
ク
ゴ

ル
フ
、
バ
ー
ド
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
な

ど
の
面
白
い
こ
と
も
や

っ
て

い
ま

す
。
特
に
山
羊
の
世
話
は
、
と
っ

て
も
、
大
変
で
し
た
。
山
羊
は
、

4
年
前
、
僕
が

2
年
生
の
時
に
こ

の
学
校
に
や

っ
て
き
ま
し
た
。
最

初
は
、
全
然
や
る
気
も
な
く
、
当

番
な
の
で
、
仕
方
な
く
や

っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
も
う
大
変
で

つ
ら
い
も
の
で
し
た
。
反
は
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
冬
が

一
番

森
兼
さ
ん
は
、
出
身
地
は
岡
山

県
で
大
学
時
代
に
北
海
道
が
気
に

い
っ
た
の
が
縁
で
今
春
、
酪
民
学

園
大
学
を
卒
業
し
、
桧
山
北
部
地

区
民
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
今
金

駐
在
所
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

抱
負
は
、
「仕
事
を
党
え
て
一
年

間
ど
う
い
う
事
を
し
て
い
く
か
‘

州肱

家
の
色
々
な
人
身
内
力
に
な
れ
た

ら
、
ま
た
、
徐
々
に
人
の
和
を
作
品

り
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
山

趣
味
は
編
み
物
な
ど
手
芸
全
般
向

と
パ
ン
作
り
で
、
剣
道
的
腕
前
は
.

2
段
で
す
。

(中

つ
ら
か
っ

た
で
す
。
山
羊
に
水
を

や
る
時
、
手
が
、
抑
制
や
け
に
な
っ

て
、
か
ゆ
か

っ
た
し
、
散
歩
す
る

時
は
、
も
の
す
ご
く
寒
か

っ
た
し
、

当
番
が
大
嫌
い
で
し
た
。
そ
の
う

ち
、
山
羊
町
名
前
は
メ
メ
と
つ
け

ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
達
が

メ
メ
の
小
屋
を
作
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
メ
メ
は
淋
し
が
り
や
で
し
た
。

雨
の
時
は
、

小
屋
の
窓
か
ら
、
こ

っ
ち
を
向
い
て
、
淋
し
そ
う
に、

「
メ

エ

メ

エ

U

と
的
き
ま
す
。

エ
サ
を
、
や

っ
て
仰
る
供
述
に
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
ま
す
。
メ
メ
の
阪

は
、
「
行
か
な
い
で
く
れ

l
、
行

っ
ち
ゃ
イ
ヤ

l
u
と
言
っ
て
い

る

み
た
い
で
す
。
そ
の
顔
を
見
て
い

る
と
、
な
ん
か
、
と
っ
て
も
か
わ

い
く
見
、
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら

は
、
そ
う
じ
も
進
ん
で
や
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
下
手
だ

っ
た
散

歩
も
上
手
に
な
り
ま
し
た
。

夏
に
は
、
形
や
ひ
び
の
入
っ
た

悪
く
て
い
ら
な
い
、
人
参
を
家
か

ら
も
っ
て

い
っ
て
、
メ
メ
に
や

っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
で
は
、

前
ま
で
、
大
嫌
い

だ
っ
た
、
メ
メ

の
世
話
が
今
で
は
、
た
の
し
く
て

一
番
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

• • 
(
神
丘
地
区
)

(
金
原
地
区
)

f--FSt畿の戸イドル.-._._'.-._.-・e・-一一一:

~:k平 一品 園町都題・i

j官ZJFtfd早期 阻空司画 ?A41f二日、 ヤ匂F匂..... 

. ‘ ‘剣仰北悶じ悶見 美れ ; 

;;目 m 腎軍京拡!?!l;;2詰品到制帥開士士{僻伸触t4争陣士a噴士夫ごI::;!::Z辺肝恥一五誌子刊M五6の;り2(

九，.九:"0..;' 町指人形が今1晴番的宝物で:瓦夜も一峠に返 i 
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|第 2回『ペガサスの翼』派遣中学生決まる~月加liilI;I月 6 日 )I I 

(重点目標)

圃困固回

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
設
で
も
が
、

町

の
歴
史
や
自
然

・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、

地

域

社
会

の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学

び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第お7号町

、
町
教
委
、
青
年
会

談
、
ペ
ガ
サ
ス
の
潔
N

Z

友
釘
協
会
が
共
催
を
し
て

お
り
ま
す
ペ
ガ
サ
ス
の
翼

派
遣
事
業
で
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
第

2
回
目
的
派

遣
を
7
月
幻
日
1

8
月
6

日
ま
で
の
日
日
間
に
わ
た

り
実
施
し
ま
す
。

本
年
度
は
総
勢
お
名
の

応
募
が
あ
り
、
去
る

6
月

7
目
的
選
考
抽
選
会
に
お

い
で
叩
名
の
中
学
生
が
決

定
し
ま
し
た
。

派
遣
先
は
ニ
ュ
ジ

ラ
ン
ド
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ

ー
チ
市
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ

ィ
を
中
心
に
川
ン
サ
イ

ド
高
校
で
の
授
業
を
通
じ

た
交
流
や
市
長
表
敬
訪
問
、

市
内
施
設
見
学
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

引
率
は
、
今
金
中
の
田

中
教
頭
と
玉
山
教
諭
。

〈
平
成
8
年
度
派
遣
者
〉

問
い
合
わ
せ
は
、

一一l
三
四
八
八

募集/

教
育
委
員
会
で
は
、
後
志
利
別

川
清
流
保
護
の
会
と
、
函
館
開
発

建
設
部
等
の
協
力
で
、
川
の
探
検

隊
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

川
と
遊
び
な
が
ら
川
を
理
解
し

て
も
ら
う
も
の
で
、
次
の

2
つ
の

事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

。
砂
金
採
取
体
験

・
日
時

・
7
月
初
日
出

9
時
よ
り

・
場
所
・
花
石
、
珍
古
辺
川

・
人
員
・
興
味
の
あ
る
方
な
ら
誰

で
も
よ
ろ
し
い
で
す
。

た
だ
し
先
着
初
名
ま
で
。

村
上

和
美
(
光
台
高
型
正
英

。
川
の
観
察
会

・
日
時

・
7
月
初
日

ω時
間
未
定

.
場
所
・
後
日
案
内
し
ま
す
。

・
人
員

・
中
学
生
以
上
町
方
で
、

日
名
ま
で
。

・
内
容

・
水
生
生
物

・
水
質
調
査

ピ
リ
カ
ダ

ム
見
学
等

問
い
合
わ
せ
、

申
し
込
み
は
、

社
会
教
育
課
文
化
財
保
護
係
ま
で
。

後
目
、
ポ
ス
タ
ー、

チ
ラ
ン
等
で

案
内
い
た
し
ま
す
。

一一¥pdfJ3

今
金
町
周
辺
で
は
、
数
億
年
前

か
ら
現
在
ま
で
の
地
層
が
と
て
も

よ
く
観
察
で
き
ま
す
。

こ
の
写
真
は
住
吉
橋
の
下
で
見

ら
れ
る

「
皇
、
松
内
層
」
と
い
う
地

層
で
、

1
9
3
3
年
に
命
名
さ
れ
、

本
町
教
育
委
員
会
の
調
査
で

5
0

0
万
年
1
1
7

0
万
年
前
の
海
の

深
さ
数
百

m
に
た
ま
っ
た
泥
の
地

層
で
あ
る
こ
と
が
分
り
ま
し
た
。

こ
の
地
層
に
は
、

厚
き
数

m
も

の
軽
石
を
多
く
含
む
火
山
灰
層
が

(中
央
の
泌
い
帯
状
の
部
分
)
何

枚
も
含
ま
れ
て
い
て
、
当
時
の
海

で
は
海
底
火
山
町
活
動
が
活
発
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

住
吉
橋
上
流
で
は
、
石
器
の
材

け
つ
が
ん

料
に
さ
れ
る
頁
岩
の
地
層
(
八
雲

層
)
も
見
ら
れ
ま
す
。• • 

平成日年度の各種委員を選出する
とピい ク
をユま 1;

競ッす E

今 金町 文化財保護委員会
し、 トカず担

まに 、σ
(任期平成8年4月1日匂平成10年3月31日) すよベヒ

耳龍 名 氏 名 住所
。 り タシ

委員長 中 I11 繁 南町
近 ンを
く ク1>

副委員長 井 村 毅 極川 止はす

委 員 丸 山 良祐 美利河
め白書
るキEF、て

委 員 佐藤 朝 J古 八束 この ID

委 貝国 中 山 和信 鈴金

委 員 及 111 寿子 金原 軽 どオ

委 員 回 口 慎 一 南町
に興Lこ

委 員 山 回 昭一 神丘
お味でノl

聞のも 4
委 員 岸本義 { 回 代 いあ楽 J

合 る L r， 
わ方め三
せはる寸

今金町視聴覚ライブラリー協議会 く どつ ゲグ

(在期平成7年4月1日ー平成9年3月31B} 
主ゴ 1 e 
さぞム畠

耳誼 名 氏 名 住所 い お Z。 P 
委員長 若 狭 雅 澄 今金

昔、 タ

委員長代理 井 口 :n:; 神丘

£ 
委 員 数 I11 栄典 八 束

委 員 阿部 勉 今金

委 員 寺分典彦 今金

委 員 得能佐和子 寒昇

委 員 回 中 直哉 今金

“スポーツ安全保険"の勧め

スポーツをはじ め 、 文化 や社会活動などを行っているとき、また、その往復の途上に

おいて、障害事故等に合ったとき補償されるもので、掛け金は下の 3種類あります。

問 い合わせ と、申し込みは、 今金町総合体育館、 2-2026番まで。

5人以上のグループでご加入ください。
名谷 金 傷害保険(保蹟金額) 賠償責任保険
( 1人年額) 死亡後遺障害 入 院 通 院 (支払限度額)

共済見舞金

-スポーツ少年団、子ども舎など中学生以下のグループ 400円

最高 l日につき l日につき 対人賠償 突然死およU

-成人の文化活動、 ボランティア活動のグループ
1人1償問

日射病、熱射

077さんバレーなどの地域スポーツのグループ 2，000 4，000内 1，500阿

病による死亡

-高校の運劃部および大学 e 会社などのスポーツ同師会 1，300円 方同 1事故5億円

-一定の資格のある指噂者のグループ
対物5賠0償0 120万円

-老人クラブ団体 600阿 500万阿 1，800阿 1，000同団体員が、おおむね印歳以上の人によ 'J構成された団体 万円

森

和
彦
(今金
)

H

英
雄

遠
藤

未
来
(今金
)

H

和
夫

佐
々
木
綾
子
(
祖
川
)

H

政
広

1

佐
々
木
硝
子
(今金
)

H

制I

山
本

知
美
(神
昆
)

H

教
之

上
回

美
和
(
今
金
)
"
1% 
夫

内
ケ
島
絵
美
写
金
)

H

良

一

柴
草

瑞
穂
(金
原
)

H

良
司

西
111 

綾
香
(
今
金
)

H

耳ご
人• • 

ー生涯学習豆知識=

〕O
 

1
 

〔

家
庭
教
育
の
あ
り
方

「
親
子
で
取
り
組
む
社
会
参
加
L

ω社
会
参
加
を
通
し
て
何
が
育
て

ら
れ
る
か
。

。
社
会
参
加
に
よ
っ
て
、
自
立
心

や
自
主
性
を
養
い
、
自
己
中
心

性
や
甘
え
が
取
り
除
か
れ
る
。

。
集
団
の
中
で

の
役
割
意
識
と
責

任
感
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
ル
ー

ル
を
守
る
訓
練
を
さ
せ
る
。

。
交
友
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
親

友
が
つ
く
ら
れ
る
。

。
大
入
社
会
的
中
で
の
両
親
の
生

き
方
を
知
り
、
自
分
の
将
来
や

勉
強
の
仕
方
に
つ

い
て
考
え
る
。

。
非
常
に
大
切
な
、
会
話
の
能
力

が
修
得
さ
れ
る
。

ω子
供
に
つ
け
る
本
当
の
学
力
と

は
何
か
。

。
学
校
の
テ
ス
ト
の
成
績
だ
け
が

学
力
で
は
な
い
。
次
号
に
続
く
。

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

〈

7
月
〉

日
日
出
・

6
年
生
交
流
事
業

(
雨
天
総
体
)

刊
日
間
四
・

町
民
体
育
祭

(
今
小
グ
、
雨
天
総
体
)

刊
日
制
-
桧
山
北
高
校
学
校
祭

(総
体
)
雨
天
初
日

問
日
出

-
ジ
ャ
ン
ボ
風
車

よ
っ
て
こ
い
祭
り

引
国
側
・

河
川
愛
護
パ

l
ク
ゴ
ル

フ
大
会
(
オ
ア
ン
ス

)

幻
自
側
・
少
年
の
主
張
地
区
大
会

(北
桧
山
町
)

m
i叩
日
・

北
海
道
少
年
の
船

(山
形
県
)

m
i
m日
・
北
海
道
婦
人
大
会

(
釧
路
市
)

m
自
国
間
・

道
ス
ポ
桧
山
夏
季
大
会

ソ
7
ト
テ
ニ
ス

刊
3
8
/
E
日

日
独
ス
ポ
ー
ツ

少
年
交
流
受
入
卒
業

引
日
附
・

関
西
大
マ
ン
ド
リ
ン
演

奏
会
(
町
民
セ
)

日
/
3
3
5
日
・

桧
山
少
年
夢
と

友
情
の
旅
(
青
森
県
)

B
/
4
倒
・

南
北
海
道
ふ
る
さ
と

子
供
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(函
館
市
)

日



年
金

・
健
康
相
談
の

お
知
ら
せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
と

町
保
健
婦
に
よ
る
健
康
相
談
を
、

次
の
日
程
に
よ
り
併
せ
て
行
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

記
7
月
お
日
(
木
)

午
前
日
時
1
午
後

3
時
ま
で

2
、

役

場

町

民

相

談

室

l 

と

き

と
こ
ろ

3
、
相
談
員

函
館
社
会
保
険
事
務
所
職
員

町
保
健
婦

〈
町
民
課
保
健
福
祉
課
〉

00  
自

衛

官

の

募

集

防
衛
庁
で
は
、
平
成
9
年
3
月

下
旬
と

4
月
上
旬
採
用
の
自
衛
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【受
験
資
格
}

凶
歳
以
上
幻
歳
未
満
の
者

(但

し
、
曹
候
学
生
は
U
A

歳
未
満
の
者
)

【受
験
申
込
期
間
]

①
首
候
補
士
、
首
候
学
生
、
航

空
学
生
、

2
等
陸

・
海

・
2
士

(
男
子
)
は

8
月
1
日

1

9
月
9
日

康
模診を受けて明るい健康づくり

ア月みんな

② 

2
等
陸
・
海
・

空
士
(
女
子
)

は
8
月
l
日
1

9
月
日
日

東

詳

細

自
衛
隊
今
金
募
集
事
務
所

8
2
1
0
2
5
8
 

国
保
病
院
か
ら
の

お

願

い

国
保
病
院
で
は
、
入
院
忠
者
さ

ん
の
清
拭
な
と
に
使
用
す
る
綿
製

品
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
余
っ
て
い
る
も
の
、

ま
た
、
使
用
済
み
で
不
要
と
な
っ

て
い
る
抑
制
製
の
か
パ
ス
タ
オ
ル
・

タ
オ
ル
・
シ
ャ
ツ
u

な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
た

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

援
連
絡
先
国
保
病
院
庶
務
係

8
2
1
0
2
2
l
 

7
月
1
日
か
ら
7
月
引
日

河
川
愛
護
月
間
で
す

7
月
1
日
か
ら
7
月
紅
白
ま
で

は
、
河
川
愛
謎
月
間
で
す
。
後
志

利
別
川
町
清
流
日
本
一
が
続
く
よ

う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

河
川
事
業
に
つ
い
て
は

川
探

検
隊
と
し
て

7
月
に
は
、
河
川
の

清
掃
、
川
町
自
然
観
察
会
、
パ
ー

ク
ゴ
ル

7
大
会
と
砂
金
採
取
体
験

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

" 
目
時
間
キ
ャ
ン
プ
&
ラ
イ
ブ

の
ス
タ
ッ
フ
募
集

• • 
が
ん
ば
る
べ
あ
笑
行
委
貝
会
は

7
月
幻
・
お
目
、
愛
指
令
ラ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
る

「
何
第
2
回

μ
時

間
キ
ャ
ン
プ
&
ラ
イ
ブ

1
4
0
L

の
ス
タ

y

7
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

謀
お
問
い
合
わ
せ

鷲
野
竹
春

宮
2

1

4

5
5

大
倉
察

一

2
2
1
0
3
5
9

項 関 T対 象 者 実施日 民年 間 対象地区師会場| 備 堵 お 知 ら せ

一般住民関係
般相1 際 金 住 民 1日(月) 10: 00-12・。。 全地区 老セ人ン福タ祉ー 健成相談(血圧測定 ・尿検査) .3極混合予防接種

7月 1日(月)-

一般相談 会 住 民 8日(月} 10; 00-12: 00 全地区 老セ人ン柄タ祉ー 随康相践(血圧測定 ・尿検査) 7月 19日(金)

一 般相談 全 住 民 22日(月) 10・00-12:0。 全地区 老セ人ン福タ祉ー 健康相設(血圧調定，尿検査)
富医岡(病)岩院IにnJて国個保別の後各犠

般相談 金 住 民 29日(月) 10咽00-12咽。。 全地区 老セ人ン制タ祉ー 随康相談{血圧澗定・尿検査)
(保護通者知にいはた個し別まにす)

|舞診阪縦地(，区R巡科)回 全住民 25日(木} 全地区
町 民

八謀総合病眼院科医師診療(布料)
交萱164宵付蒔0時200閣間~~ 1 4 -5 0 

センタ

~/がん横斡 満10才以上の男女
1. 時日日((月日十) ) 

全地区 老セ人ン福タ祉ー
15 7 : 00 

大鵬がん横診 i薗10才以上の男女
14 

受6付時00間-¥0: 00 全地区 老セ人ン福タ祉ー '1'し込み，~ された方には、 @脳卒中 4町合同

15 前にlIa~去を送ります 機能郡l純i

子 宮 が ん検診 満30才以上の女性 15日(月)
午前 9，00-9:30

全地区 老セ人ン福タ祉ー
7月四日(火}

午前12:00-12:30 (脳卒中佳遺症の方 ー

住民検 診 全 民 22 37 日日 火十 詳細については回覧をご監ください
血液検査ー尿検査ー胸部 X緯

傾倒町)

住 心電図 ・眼底 ，ェキノコックス

乳幼児関係
乳児相談r生3後 6. 94'"Jlw' 4日{木) λ Z 時301~11i1 全 地区 町センタ 民 随康相談 ・身体許制l

.!t、~(世症検診結果帽告
9: 30-10:....QQ 

l'草6ヶ月児樋器
生後 l繭 受付時間 町 民 匝医フ肩師ッ車診ヨ院つ療治1布手存1歯否科十測相談健成約H実

7 月 17日(木)

6、 7、8ヶ月児
4日(木)

13: 00-13: 15 
全地区 センタ ー

10:00-15:0。
老人福祉センタ←

股|削節脱臼検診 生後 4 ヶ月児 9日(火)|実13施0時0間~11400 全地区 1守保餓安荷 股関節 X線出量三 〈骨粗樫症足検手惨け を
z たjj)

乳児&! g;，生後 4、 7、 18日(木) 受付時till 町 民 身前健康体科計相相測談絞 栄医師養診相談務
10 、 12 ヶ月.!f~ 13:00-13・15 全地区 センタ ー

妊産婦関係
妊婦健 診妊 婦の方 19日(火)1牢鳩町 13 副30 主全 地 区 |高ふE「E際日22F健康問

母 盟学級E 姉 の方上2日(火)113:30-15 地区11ング~ II'i;fffこ品，!J益金いたします

国保係)(保健福祉保保健福祉係

〕2
 

1
 

〔

社会福祉協議会だより
8 6. 10 

※光の盟学園 盟舟園が、ざ社会ま箔祉た協Z援会への多妻賢
のご寄付ありが土う」 い し 。

(敬称略)

(崎玉県〉 石 井 照 子

光の村養謹学世 笠 原 幸 子

〈札幌市〉 さわやかグループ

浜 百 {言 義 本 塚 栄 作

〈潮欄町〉 方自 島事 明

フオルケホイスコーレ 栗 山

" 
ま盤

〈北繕山町〉 右 山 春 男

絵山北高家庭部 )11 崎 置 治

桧山北高等学世 種川老人クラブ

{今金 町 〉 回 中 繁

ムーマ 金 盆 毅 冨ゐ 宮 崎 唯 失

ヱューヨ-;イ ~ . /}. フラワ ー ショップはまの
ンスナュート骨量"レーサーク舟

神丘小学世 P T A 

大 企 行 雄 松 楠 幸 子

神 保 ト シ 二子 岡 本 昌 明

いま、「 過 労 苦EJが話題になっています。

当協会では医師等の専門家にもこ協力いただき、

「 過 労 死J 等のご相談に応じています。

お気軽にご相談ください。

フリ ダイヤルによる電話でのご相談でも結構です。

相談は無料です。秘密は厳守されます。

大切にしましょう
あなたのからだ l

r • • 
平
成
7
年
度
に
今
金
町
内
住
民
の

方
で
循
環
器
検
診
を
受
け
た
方
は
、

合
計
1
3
9
1
人
で
し
た
。
そ
の
う

ち
、
異
常
の
無
い
方
は
半
数
も
お
ら

ず
、
ほ
と
ん
と
の
方
は
経
過
を
見
て

行
く
必
要
が
あ
る
か
、
医
師
の
診
察

を
受
け
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
結

果
で
し
た
。
更
に

『医
師
の
診
察
を

受
け
る
必
要
が
あ
る
』
と
い
う
結
果

だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
受
診
を
し

て
い
な
い
方
が

6
割
に
も
及
ん
で
い

ま
す
。
験
診
は
受
け
た
け
れ
ど
、
忙

し
い
都
合
が
つ
か
な
い
な
ど
の
理
由

で
つ
い
は
お
っ
て
お
く
と
言
う
人
が

多
い
よ
う
で
す
。

-
検
診
を
受
け
る
目
的
は
?

一
つ
に
成
人
病
な
ど
の
病
気
や
体

の
異
常
を
早
期
に
見
つ
け
、
治
療
に

結
び
付
け
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
成
人
病
の
多
く
は
悪
化
し
て
か

ら
で
な
い
と
は
っ
き
り
と
し
た
自
覚

症
状
が
出
ま
せ
ん
。
痛
み
も
何
も
無

い
か
ら
と
言
っ
て
放
置
し
て
お
く
と

い
つ
の
ま
に
か
手
に
負
え
な
い
状
態

に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
検
診

は
あ
く
ま
で

『
ふ
る
い
わ
け
』
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
病
気
で
あ
る
の
か
、
治

療
が
必
要
な
の
か
は
き
ち
ん
と
精
密

検
査
を
受
け
て
か
ら
分
か
る
も
の
な

-日時/毎月第2月曜日

1日時-1日時
・場所/側労災年金福祉協会

札幌相談所

干日B日札幌市北区北7条西2-8北ビル7F
電 話日120-6日3114( フ リ ダ イ ヤ ル〕

の
で
す
。

制労災年金福祉協会
労 働 省・北海 道労働 基 準局

も
う
一
つ
の
目
的
は
自
分
的
生
活

を
振
り
返
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
普

段
内
生
活
が
検
診
の
結
果
と
な
っ
て

目
で
見
え
る
形
で
現
れ
る
事
で
、
ち

ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
生
活
を
見
直

す
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
が
大
切
な

の
で
す
。

-
検
診
を
受
け
た
後
は

・
.

こ
の
よ
う
な
目
的
か
ら
検
診
は
受

け
っ
ぱ
な
し
で
は
な
く
、
生
活
の
中

に
生
か
し
て
行
く
予
」
と
が
必
要
で
す
。

そ
れ
が
食
事
で
あ
る
の
か
運
動
な
の

か
、
治
療
を
続
け
て
行
く
こ
と
な
の

か
、
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

そ
れ
を
知
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
と
し
て
ぜ
ひ
検
診
を
利
用
し
て
下

さ
い

0

.
住
民
検
診
日
程

1
午
前

・
午
後

7
月
お
日

(
火
)

美

利

河

中

星

川
抗
日
(
水
)

八
束
・町
民
セ
ン
タ
ー
-
夜
間

お
日
(
木
)

極
川
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

初
日
(
金
)

神
丘
・
町
民
セ
ン
タ
ー

幻
日
(
土
)

堅

固

金

原

)
 

3
 

1
 

〔



7月の休日当番医

可士会を明るくする運動。8②0221 金)(今今金町国保病院7日

7月 1~31 日
2④5011 (北柑山)道南ロイヤノレ病院14日

ふれあいと
対話が築〈

明るい社会

E⑦3021 

8②0221 

棚)

金)

(瀬

(今

院

今金町国保病院

医崎情20日

21日

8④5011 (北檎山)道南ロイヤノレ病院28日

人口 7，324人

見 3，532人

女 3，792人

世情数 2，580世帯

図おたんじようおめでとう

久慈 濯、 5月14日 (保護者力)緑町
と い が

久保聞大賞、 5月16日 (保 謎 者 誠二)南栄町

下山 英傑'、 5月22日 (保護者宏一)末広町

岡 滅必¥.5月27日 (保護者哲也)南町

蛸i良 蒋泊 、 5月24日(保護者弘志)大和町
Aず，

中泊予出向¥ 5月30日(保護者裕治)南 H町

商 品側、 5月28日(保護者政明)南田代
かす a

松117骨在I!柿¥.. 5月30日 ( 保 護 者 英 明 ) 栄 町

出成朱牟¥ 6月 5日(保護者和正)大和町

大越 間i;t..... 6月 9日 (保説者淳 )寒列

金木ゐ条"....6月9日 (保護者義則)南栄町

g:jいつまでもおしあわせに

%木砧隆行弘(白石)=波辺史子江(函館市)

匁 (([谷拘Ii泣きん(末広町)=加賀谷朋子江(八幡町)

圃おくやみもうしあげます

犬塚 聖士一江 5月24日

山町 ヨネ 五 6月 4日

伊 藤 ハノレな 6月 3日

中川 キ ミさん 6月 B日

松本イクヨ 弘 6月11日

坪井愛悲，.... 6月13日

マ土会を明るくする運動。は、すべ

ての国民が、犯罪の防止と ~tl を犯し

た，、たちの更生について理解を深め、

それぞれの立場仁おいて力を合わせ、

犯非のない明るい社会を築こうとす

る全図的な運動です。今年で第46回

を迎えます。 (法務省主唱〕

今o令や

(前月対比)

(6 4) 

(ム 6)

2) 
(6 3) 

5月末現在

令や令

• 
、社会を明るくする運動。に対するお問

い合わせは、各地の保護観察所まで。

.電話のご相誌もお畳けします

岱 011-709-1881 (直通)

偶鶴B 月曜から金曜午"'."拳-"問

午後 1略-48者"分視鏡白金除く〉

之専門の稽2支局が縄身lこ'.ってご椙肢に応じn
合弁護士栂該自 毎週木曜日午後 1碕-4崎

(予約 制稽駁無利)

受通事故

ご相談

タ
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6月20日受付分まて前記松

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場
闘
②
0
1
f
a
l
番

• 上金原

根川宮前

上樋川

昭和町

日進

トマンケン

77歳

83歳

73歳

74歳

100"~ 
0歳

農
地
転
用
に
は

許
可
が
必
要
で
す

(14) 

州
民
地
を
転
用
し
た
り
、
転
用
の

た
め
に
農
地
を
売
買
等
す
る
と
き

に
は
、
原
則
と
し
て
農
地
転
用
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
許
可
後
に
お
い
て
転
用

目
的
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
事

業
計
画
の
変
更
等
の
手
続
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
許
可
を
受
け
な

い
で
無
断

で
農
地
を
転
用
し
た
場
合
や
、
転

用
許
可
に
係
る
事
業
計
画
ど
お
り

に
転
用
し
て
い
な
い
場
合
等
に
は
、

燥
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
り
、

工
事
の
中
止
や
原
状
回
復
の
命
令

が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

。
農
地
転
用
と
は
な
に
か

農
地
を
住
宅
、
倉
庫
、
資
材
置

場
や
駐
車
場
な
ど
農
地
以
外
的
用

途
に
供
す
る
場
合
を
農
地
転
用
と

言
い
ま
す
。
ま
た
、
資
材
置
場
な

ど
で

一
時
的
な
転
用
(
一
時
転
用
)

も
農
地
転
用
と
な
り
ま
す
。

援

詳
し
く
は
農
業
委
只
、
内
融
業

委
只
会
へ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
膝
係


